
                                       

 

 

 

 

 

 

外務省が推進する「対日理解促進交流プログラム JENESYS2019」の一環として、7月 29日から 8月 7日

まで、都立高校生訪問団 16名が訪尼します。 

本派遣事業で一行は、インドネシア、ジャカルタを訪れ、現地の学生との交流や視察などを通じて、インド

ネシアの文化・社会に対する理解を深めるとともに、日本の魅力の発信等に取り組む予定です。 

また、今回の交流事業を通じて、訪問団は東京都とジャカルタ州における友好関係の基盤強化、対日理

解の促進、日尼間の相互理解の促進に寄与することが期待されます。 

［参考］対日理解促進交流プログラム「JENESYS2019」 

日本とアジア大洋州の各国・地域との間で、対外発信力を有し将来を担う人材を招へい・派遣し、政治、経済、

社会、文化、歴史、外交政策等に関する対日理解の促進を図るとともに、親日派・知日派を発掘し、日本の

外交姿勢や魅力等について被招へい者・被派遣者自ら積極的に発信してもらうことで対外発信を強化し，我

が国の外交基盤を拡充することを目指している。 

＜日程案＞ 

7月 29日（月） 

日本よりインドネシアへ渡航 

7月 30日（火） 

プラムカ島にて環境保全視察等 

7月 31日（水） 

ジャカルタ州政府への表敬訪問 

その後、MRT南北線フェーズ１の視察 

8月 1日（木） 

“SMK Mitra Industri MM2100”訪問。学生間交流 

交流後、MM2100内、日系企業丸紅グループ本社訪問 

8月 2日（金） 

“SMAN 70 Jakarta”訪問。学生間交流 

8月 3日（土） 

ジャカルタ州内視察 

視察後、一般家庭へ。ホームステイ 

8月 4日（日） 

ホームステイ及びジャカルタ州内視察 

8月 5日（月） 

日系企業イオン視察 

8月 6日（火） 

在インドネシア日本国大使館にて成果報告会 

8月 7日（水） 

日本へ帰国 

※上記日程は調整中であり、変更の可能性があります。 

「対日理解促進交流プログラム JENESYS2019」 

による 

東京都ジャカルタ姉妹友好都市 30 周年記念 青少年交流団の訪尼 


